
項 目 R2年度 R3年度 R4～R5年度 R5年度末 到達ｲﾒｰｼﾞ

1
堆積土砂の撤去など
河川の緊急対策

○堆積土砂の撤去完了

○計画的な河道掘削・
河川施設の復旧の実施

2
治山・砂防による
山の再生・強化

○緊急的な治山・砂防
施設の復旧・整備完了

3
“いのち”を守る
防災・減災力の強化

○全世帯への戸別受信機等
の設置とＬ２ハザードマッ
プの更新・周知

○マイタイムラインの全世帯
への普及

○要支援者等の避難計画
１００％策定

○人吉球磨地域への
田んぼダム普及・拡大

4
本格的な
住まいの再建

○被災された方々お一人
お一人の意向に沿った
住まいの再建・確保の
完了

○発災１年半以内での
災害廃棄物処理完了

5
被災地の
まちづくりと集落再生

○甚大な被害を受けた地域の
まちづくり・集落再生
の実現

継続的な避難訓練実施

維持管理上、必要な土砂撤去の継続的な実施

出水期

“緑の流域治水” の推進と復旧・復興に向けた重点10項目

市町村への設置補助・支援

要支援者個別計画・要配慮者利用施設の
避難確保計画の策定支援

戸別受信機
全世帯

への設置完了

L2対応ハザードマップへの更新
ハザード
マップ

L2ハザードマップ
更新・周知完了

人吉球磨地域への田んぼダム普及・拡大

20～30ha（8市町村）

モデル地区選定・せき板配布

災害公営住宅の設計・工事等の支援意向確認・建設戸数の把握
復興のシンボルとなる

災害公営住宅
の完成・入居開始

災害公営
住宅

災害廃棄物処理支援

※上記の達成率等には、特別な事情により復旧等が困難な場合は含みません。

砂防堰堤の堆積土砂・流木の撤去

治山ダム等の堆積土砂・流木の撤去

堆積土砂
流木

17箇所撤去完了

維持管理上、必要な土砂撤去の継続的な実施県管理河川の堆積土砂撤去
85万㎥撤去完了

砂防施設の復旧

その他の砂防施設（２３箇所）緊急的な砂防施設の整備 17箇所整備完了

２３７箇所復旧完了
砂防施設

緊急的な治山施設の整備

治山施設の復旧

治山

１８箇所復旧完了

まちづくり計画策定支援 まちづくりの推進市町村の復興計画策定支援

建設型応急住宅の建設・提供

指定避難所解消
（12月31日）

賃貸型応急住宅・公営住宅の提供

住まいの
再建

１,０１９戸（1月25日時点）

＜すまいの再建支援策＞
①リバースモーゲージ利子助成、②自宅再建利子助成
③民間賃貸住宅入居助成、④公営住宅入居助成 ⑤転居費用助成

本格的な住まいの再建に向けた強力な支援

緊急治水対策プロジェクト
第一段階で

輪中堤・宅地かさ上げ完了

270ha ５４0ha

全808戸建設完了
（12月9日）

公費解体支援
災害廃棄物

災害廃棄物 処理完了（12月）

緊急治水対策プロジェクト
169万㎥撤去

堆積土砂

１７箇所撤去完了

概ね設置完了
（人吉市は浸水世帯対象）

L2ハザードマップ又は
浸水想定区域（L2）の周知

マイタイムラインの
周知・訓練の実施マイタイムラインの普及

マイタイム
ライン

全世帯への
マイタイムライン普及

公費解体
進捗率100％

公費解体
進捗率５0％

７１箇所復旧完了

20箇所
整備
（完了はR7年度）

10箇所実施

50箇所実施

（完了はR7年度）

その他の治山施設の整備（９９箇所）
３0箇所
復旧

避難計画

田んぼダム

要支援者名簿情報提供同意率・個別計画策定数の向上、地区防災計画の策定推進
100％
策定

動植物の生息・生育環境や河川の利活用等に配慮のうえ、最大限の掘削を実施河道掘削

河川カメラ・水位計の増設 配置計画の見直しによる河川情報網の構築
河川カメラ10基
水位計7基増設

2

５

1

3

4

河川カメラ・水位計の増設
河川カメラ2基
水位計2基増設

測量・用地買収・改良工事住民の意向把握 都市計画決定手続の支援人吉市
まちづくり

人吉市仮設商店街
オープン（12月）

（国道４４５号整備、避難路・避難地の整備 等）
都市計画決定
事業認可

復興まちづくりを協議する場の設置
順次、まちづくりの具現化

住民の意向把握・事業計画作成・概略設計 宅地嵩上げ等の実施、住宅移転促進

測量・用地買収・造成工事

順次、集落再生の実現

陸の孤島解消（6月）道路・ライフラインの復旧

千寿園仮設施設完成（３月）

坂本支所再建場所決定（３月）

球磨村・坂本町
仮設商店街オープン

集落再生
方針決定

坂本支所再建（R7）

球磨村
坂本町・芦北町

集落再生

県管理の河川施設の復旧
394箇所
復旧災害復旧

４９箇所応急
対策完了（８月）

河川情報
の充実

緊急治水対策プロジェクト
第一段階、第二段階で

約300万㎥掘削完了

参考資料



項 目 R2年度 R3年度 R4～R5年度 R5年度末 到達ｲﾒｰｼﾞ

６
生業の再建と
新たな産業の創出

○再建を目指す全ての
事業者の事業再開

○流域全体をけん引する
新たな産業の創出

７
農林水産基盤
の復旧

○再建を目指す全ての
農林漁業者の生産基盤の
復旧完了

８

国道219号を
はじめとした道路・
橋梁の創造的復興

○集落啓開や仮橋の設置等
による道路網の回復

○国道２１９号・橋梁の
創造的復興に向けた
工事の着手・実施

９ 鉄道の復旧

○くま川鉄道の部分運行
及び全線運行に向けた
工事実施

○JR肥薩線の復旧方針に
沿った事業実施

10
観光地人吉・球磨
の復活

○宿泊者数が被災前の水準
を上回る

○人吉温泉、球磨川くだり
ラフティング、球泉洞
の再開

○被災した文化財の
復旧完了

○球磨焼酎の世界進出による
認知度向上・販路拡大

観光復興戦略に沿った施策の展開・宿泊キャンペーンの実施
（球磨川ゆかりの地域資源を活かし、新たな観光スタイルの確立と、観光地人吉・球磨の完全復活に向けた施策の実施）

豊かな自然を生かした、サイクリング・マラソンなどの新たなアクティビティの展開

なりわい再建支援補助金による施設・設備の復旧支援

県制度融資による資金繰り支援

商店街
の事業再開

仮設商店街の開設支援

被災した商店街の復旧支援

代替バス・タクシー等の運行支援

全線開通（11月1日）
肥薩おれんじ

鉄道

全線運行に向けた本格的な復旧工事

JR九州による復旧費用の算定及び復旧方針の検討 関係者協議により復旧方針決定・事業実施

「くま川鉄道再生協議会」での検討・部分運行開始
くま川
鉄道

JR
肥薩線

被災した施設復旧等の支援
球磨川くだりと
ラフティングの再開

事業再開支援 一部再開（５月） 全面再開（7月）

施設復旧等の支援・当面の収益確保や賑わい創出

復旧率７０％

人吉温泉

球磨川くだり
ラフティング

球泉洞

国宝青井阿蘇神社・相良三十三観音など被災した文化財の復旧

復旧率30％ 復旧率60％ 復旧率90％

文化財

事業再建
支援

商店街の
再開

球磨村・八代市坂本
６月～

人吉市
12月～

コンペティション出展に向けた情報収集及び事業者への支援

球磨焼酎の価値を高める研究開発、人材育成、誘客促進等の支援現状分析等
国内外における
販路拡大

球磨
焼酎

“緑の流域治水” の推進と復旧・復興に向けた重点10項目

オンライン商談会

事業者の
復旧工事完了

地域の資源を生かした産業の創出（立地促進補助金の投資・雇用要件緩和など「球磨川流域復興枠」の設置等）

観光復興戦略検討
観光需要
喚起

宿泊者数回復 宿泊者数増加

再生協議会設立（12月） 第４橋梁撤去

復旧完了

復旧完了

宿泊キャンペーン実施

世界レベルの
コンペティション受賞

交付申請312件、交付決定１４１件（３月２日時点）

交付申請完了

営農用機械・施設の復旧

農地・農業用施設の本格的な復旧工事

林水産施設の復旧（木材加工流通施設等の復旧）

林道の本格的な復旧工事

復旧完了

復旧完了

応急復旧・自力復旧

林水産
基盤の復旧

応急復旧・自力復旧

ローカル５Gなどの情報インフラの整備によるサテライトオフィスの設置やベンチャー企業誘致の推進

新たな産業
の創出

必要に応じて支援継続代替農地での営農継続支援 復旧完了

※上記の達成率等には、特別な事情により復旧等が困難な場合は含みません。

農業基盤
の復旧

6

7

8

9

10

新たな産業の創出
と雇用の拡大

第１、第２橋梁撤去

観光復興
戦略策定

（夏）

順次、一般車両通行開始

国の直轄代行による本格的な復旧工事

集落アクセス道路復旧
集落

アクセス
県・市町村による本格的な復旧工事 県南地域道路の

本復旧完了

仮橋の設置・流出橋梁の撤去及び復旧方針の検討 国の直轄代行による本格的な復旧工事

西瀬橋仮橋設置（9月4日）

道路啓開完了（8月11日）

橋梁
※安全度、利便性の向上や、自然・歴史との調和を目指す

県南地域
道路の

仮復旧完了

集落啓開完了
（全166集落）

坂本橋、相良橋仮橋設置

応急復旧工事及び復旧方針の検討

鎌瀬橋仮橋設置

国道
２１９号



項 目 短期 中期 長期

二度と「陸の孤島化」しない
道路・通信網の整備

緑の産業・雇用の創出

ＩＣＴを活用した
安全・安心なまちづくり

子どもたちが夢に挑戦できる
魅力ある学校づくり

若者が残り、集まる
知的拠点としての
“球磨川流域大学”構想

事業量増大のための間伐の実施作業道の復旧

「持続可能な地域の実現に向けた将来ビジョン」の主な取組みの方向性

道路・通信網
の強靭化

リダンダンシー
の強化

若者が残り集まる
魅力あふれる
地域の実現

誰もが
暮らしやすい・
魅力あふれる
まちづくりの実現

地域の資源を
生かした新たな
仕事の創出

最先端技術を活用した教育の展開・DX対応人材の育成

e-スポーツを通じた新たな交流の創出

人吉球磨地域 教育情報化基本構想 策定・推進

研究体制の整備・研究開始（県立大学との共働）
最先端

流域治水研究

地域資源とコラボした学びの充実・実施 先進的な学びを取り入れた新たな学科・コースの設置
（防災、伝統建築、焼酎・発酵等）

新たな情報伝達手段の検討・導入や更なる多重化など
防災通信機能の強靭化対策の実施

供用一部工事完了・供用開始事業着手・実施

通信事業者と連携した通信網の多重化

災害に強い道路網の構築
道路網の信頼性の検証、要対策箇所の選定

避難路の強靭化、新規ネットワークの整備

地図情報（国県道・市町村道・林
道・農道情報等）を一元化道路網の強化

人吉水俣線

発災から概ね5年 発災から概ね10年

供用一部工事完了・供用開始事業着手・実施
宮原五木線
中津道八代線

供用調査・検討 事業着手・実施
坂本PAの
スマートIC化

球磨地域振興局と中継局間の回線二重化
通信網の強化

「観光」「マンガ」等の研究・実践を先行実施（ラボ立ち上げ）
地域課題
の解決

フィールドワークの実施 サテライトオフィスの設置 バーチャルキャンパスの開講（県立大学）
復旧・復興有識者会議委員によるシンポジウム等

“学び・交流”
の場の創出

緑の流域治水の着実な推進
国内外の大学・研究機関との交流
「環境」「観光」「マンガ」「焼酎」などの地域の課題や可能性に
フォーカスしたラボの集合体“kumaラボ”による研究実践

安心で快適な学習・生活環境の整備（寄宿舎等）

e-スポーツ部の創設 e-スポーツ部全国大会出場

東京大学先端科学技術研究センターとの連携

森林経営管理制度による適正に管理された森林面積の増加 多様で健全な災害に強い森林づくりのモデル地区の取組み

くまもと林業大学校県南校の拡充による林業担い手確保・育成の充実

森林資源の
フル活用

海外への輸出拡大産地体制の構築 商品開発・テスト輸出 展示会・バイヤー招聘
木材の
輸出拡大

人吉球磨地域全域へ展開
ドローン等による苗木運搬など、スマート林業の普及展開ICTを活用したスマート林業モデル事業の実施

モデル地区の選定・実施による省力化・軽作業化スマート農業実演会関係者協議農業・林業
のICT化

球磨村をモデルとした「観光・ﾚｼﾞｬｰ」「健康」「教育」「ワーケーション」などの分野での起業・企業誘致を促進

人吉球磨地域全域へ展開協議会の設置（他市町村）

スーパーシティ特区への応募 まちづくりへのAI、ローカル５G、ドローンなどの導入 未来型復興まちづくりの具体化まちづくり

最先端技術（ICT・AI等）を活用した
子ども・高齢者の見守りと安心できる介護・医療の提供

調査・検討

保育所、幼稚園、放課後児童クラブ等へのテレビ会議システム、タブレット端末等導入子ども・高齢者の
見守り

半数以上の入所施設に導入入所施設への介護ロボット・ＩＣＴ機器の導入推進

仮設住宅等での住民参加型の高齢者見守りシステム構築（モデル団体）

オンライン診療・オンライン服薬指導の導入検討
介護・医療等

球磨川流域全地区への展開事業化に向けた調査・検討 モデル地区への導入
５G等を活用した

避難支援

協議会の設置（球磨村）
森林サービス
産業の展開

先進的なICT教育の実践
ICT教育
日本一

全国から若者
が集う学びの
環境づくり

ゼロカーボン先進地の創出風力発電・小水力発電の可能性調査、地域と共生する再エネ導入推進

新規バイオマス発電所稼働 製材端材の利用拡大バイオマス施設導入支援

ＩＣＴ特定推進校指定
1人1台PC配備
最先端産業教育設備の整備

省エネ住宅の普及促進、防災拠点への再エネ導入推進

再生可能
エネルギー




